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／３の骨幹部骨折に対して Cross pinning 法を２例，中央１／３の骨折には髄内鋼線固定を４例に
行った．なお粉砕骨折や年長児の２例に対しては plate 固定を行った．




再手術を回避するためには，太いK-wire の選択や髄内のへ２本の K-wire 挿入，十分な外固定期
間を考慮するなど，固定性を向上させる工夫が必要である．

















































































９M 遠位１／３ ２３M／３．１ Cross pinning ８W
０度
制限なし
１４M 遠位１／３ ２３M／３．１ Cross pinning １６W 術後変形
０度
制限なし
１２M 遠位１／３ ２３rM／３．１ plate ８W
０度
制限なし
７M 中央１／３ ２２D／５．１ 髄内 K-wire ８W 伸筋腱癒着
８度
制限なし
９M 中央１／３ ２２rD／５．１ 髄内 K-wire １６W 遷延癒合
１０度
制限なし
９M 中央１／３ ２２D／４．１ 髄内 K-wire ９W
１０度
制限なし





























































































































５）Slongo TF : The choice of treatment according to the type and location of the fracture and
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